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4月6日から4 月15日まで、春の交通全運動がお

こなわれました。 市内各小学校の入学式のこの

日、お母さんに手をひかれた新入生は「横断歩道

は手をあげて」と元気に渡っていました。 

また市内の交差点、横断歩道では交道指導隊の

おじさん、 緑のおばさんが、交道事故がないよ

うにと、 朝早くから、交通指導をしておりまし

た。 

胃‘i雫~ーー曹署Iーっ~f三三三γ 市
で
は
、
市
民
の
市
政
に
対
す
る
意
見
を
取
り
入
れ
、
機
構

改
革
を
行
な
い
ま
し
た
。
機
構
改
革
の
要
点
は
、
こ
れ
ま
で
の

企
画
総
務
課
を
広
報
、
企
画
を
主
体
に
、
市
民
の
声
が
直
接
行

政
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
情
報
課
に
改
め
、
公
害
、
ご
み
な
ど

の
す
み
や
か
な
処
理
と
市
民
の
生
活
相
談
、
苦
情
に
応
ず
る
た

め
の
生
活
環
境
課
。
 
市
の
下
水
道
事
業
を
積

極
的
に
推
進
す

る
た
め
、
下
水
道
課
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

窓
口
事
務
に
交
通
災
害
共
済
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
の

窓
口
事
務
を
加
え
て
市
民
課
を
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
と
し
ま
し
た

こ
の
ほ
か
、
人
事
課
は
行
政
課
に
、
保
険
衛
生
課
を
健
康
年
金

課
に
改
め
ま
し
た
。
各
課
の
事
務
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
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◇
情
報
課
 

広
報
（
市
政

ニ
ュ
ー
ス
の
発

行
、
市
政
ダ

ィ
ヤ
ル
な
ど
）
公

聴
、
行
政
連
絡
な
ど
市
民
と
直

接
的
な
も
の
を
主
体
に
、
秘
書

業
務
、
市
総
合
開
発
の
企
画
調

査
研
究
、
庁
舎
の
維
持
管
理
な

ど
の
業
務
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
生
活
環
境
課
 

ご
み
の
処
理
、
公
害
の
防
止

な
ど
市
の
住
み
ょ
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た

市
民
の
生
活
相
談
、
苦
情
、
陳

情
の
仕
事
を
扱
っ
て
お
り
ま
す

◇
行
政
課
 

市
の
条
例
、
規
則
の
制
定
な

ど
の
ほ
か
、
職
員
の
給
与
、
研
 
 

修
、
健
康
管
理
と
市
行
政
の
中

枢
を
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
財
政
課
 

市
の
財
政
全
般
を
つ
か
さ
ど

り
、
効
率
的
な
予
算
の
執
行
に

あ
た
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
有
財

産
の
管
理
に
努
め
て
お
り
ま
す

◇
税
務
課
 

市
税
の
ず
べ
て
を
扱
っ
て
お

り
、
市
税
の
納
付
に
つ
い
て
は

市
民
の
立
場
に
た
っ
て
納
税
の

ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
窓
ロ
サ
ー
ビ

ス
課
 

戸
籍
、
 
住
民
登
録
、
 
印
鑑

証
明
、
国
民
年
金
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
の
資
格
の
得
喪
の
窓

ロ
は
す
べ
て
こ
の
課
で
す
。
こ
 
 

の
ほ
か
、
妊
娠
届
の
受
付
、
母

子
健
康
手
帳
の
交
付
、
公
営
住

宅
に
も
か
か
わ
る
事
務
も
取
扱

い
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
健
康
年
金
課
 

市
民
の
健
康
を
保
持
す
る
た

め
の
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

保
険
衛
生
思
想
の
普
及
、
予
防

接
種
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民

年
金
の
仕
事
が
中
心
で
す
。
 

い
◇
建
設
課
 

市
の
道
路
、
橋
梁
の
建
設
、
維

持
修
繕
な
ど
、
道
路
、
河
川
の

す
べ
て
を
扱
う
課
で
す
。
ま
た

建
築
確
認
申
請
受
け
付
け
の
ほ

か
学
校
そ
の
他
市
有
物
件
の
設

計
監
理
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
 

◇
都
市
計
画
課
 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
ほ
か

津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
市
の
公
園
、
広
場
、
緑
地
を

設
け
、
緑
の
街
の
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。
 

◇
下
水
道
課
 

都
市
計
画
課
か
ら
分
離
し
、
 

下
水
道
事
業
を
進
め
る
た
め
で

き
た
 
の
が
こ
の課
で
す
。
 将

来
、
環
境
衛
生
の
行
き
届
い
た

市
と
す
る
た
め
、
 マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
作
成
に
あ
た
り
ま
す
。
 

◇
農
林
課
 

農
業
の
振
興
を
中
心
に
林
業

畜
産
の
振
興
等
、
農
林
業
の
す

べ
て
を
扱
い
、
五
所
川
原
市
の

農
家
所
得
の
増
進
に
努
め
て
お
 
 

り
ま
す
。
ま
た
米
の
生
産
調
整

事
務
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
 

◇
商
工
観
光
課
 

商
業
の
振
興
、
企
業
誘
致
、
 

出
稼
対
策
、
観
光
施
設
、
公
園

の
管
理
、
消
費
者
行
政
の
ほ
か

統
計
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
水
道
課
 

上
水
道
事
業
の
基
本
計
画
の

策
定
や
給
水
施
設
業
務
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
．
 

◇
会
計
課
 

現
金
の
出
納
を
行
な
っ

て
お

り
、
市
か
ら
受
取
っ
た
小
切
手

は
す
ぐ
青
森
銀
行
派
出
所
か
ら

支
払
わ
れ
ま
す
。
 

◇
福
祉
事
務
所
 

生
活
保
護
、
長
寿
ほ
う
彰
金
な

ど
の
老
人
福
祉
や
児
童
手
当
な

ど
の
児
童
福
祉
、
身
障
者
福
祉

精
薄
者
、
母
子
対
策
の
福
祉
関

係
の
す
べ
て
を
扱
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
保
育
所
な
ど
の

指
導
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

H
 

赤
、
共
同
募
金
な
ど
の
仕
事
も

し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
教
育
委
員
会
 

従
来
の
総
務
課
、
学
校
教
育

課
、
社
会
教
育
課
に
新
た
に
太

陽
を
浴
び
雪
を
克
服
し
市
民
こ

ぞ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
「
 

太
陽
と
雪
の
課
」
 
を
新
設
し

た
。
ま
た
国
際
連
合
に
対
す
る

認
識
を
深
め
る
た
め
の
国
連
青

少
年
の
家
の
開
設
、
郷
土
館
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
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市長 佐々木 栄 造 

昨
年
は
、
国
際
経
済
の
激
し

い
あ
お
り
に
よ
っ
て
、
わ
が
国

の
こ
れ
ま
で
の
輝
や
か
し
い
発

展
を
再
評
価
す
べ
き
時
点
を
迎

え
、
今
後
の
発
展
持
続
を
期
待

し
な
が
ら
も
過
去
の
延
長
的
発
 

第
一
点
の
市
民
生
活
の
安
定

施
策
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
生

活
の
安
定
こ
そ
は
、
地
方
自
治

休
に
課
せ
ら
れ
た
重
大
な
責
務

で
あ
り
超
高
度
経
済
成
長
が
物

質
的
に
豊
か
な
社
会
を
築
き
あ

げ
た
反
面
、
社
会
開
発
の
相
対

的
な
立
ち
遅
れ
な
ど
か
ら
く
る

さ
ま
ざ
ま
な
疎
外
感
、
不
満
感

不
安
感
と
い
っ
た
も
の
を
除
去

し
な
い
こ
と
に
は
本
来
の
市
民

生
活
の
向
上
は
あ
り
得
な
い
と

存
じ
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
 
 

想
を
い
ま
し
め
よ
う
と
す
る
ム
 

ー
ド
が
濃
厚
で
あ
り
ま
し
た
。
 

現
在
も
、
ま
だ
こ
の
よ
う
な

経
済
界
の
低
迷
が
続
い
て
お
り

か
つ
て
な
い
大
き
な
試
練
に
た

た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
背
景
の
な
か
で
、
 

昭
和
四
十
七
年
度
は
市
の
一
般

財
源
も
伸
び
悩
み
、
画
期
的
な

施
策
ヘ
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
お

り
ま
す
が
、
市
民
の
行
政

ニ
ー
 

ド
を
最
大
限
に
盛
り
こ
み
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
 

げ
る
べ
く

『
未
来
か
ら
の
挑
戦
 

,
  

に
対
し
て
創
造
的
に
応
戦
』
し
 

西
北
津
軽
の
中
核
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
市
づ
く
り
を
進
め
て
、
 

市
民
の
期
待
と
信
託
に
応
え
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。
 

以
下
、
四
十
七
年
度
の
重
点

施
策
に
つ
い
て
そ
の
あ
ら
ま
し

を
申
し
あ
げ
、
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

財
源
の
伸
び
悩
み
は
あ
り
ま
す

が
、
物
価
の
高
騰
に
圧
迫
さ
れ

る
市
民
生
活
を
い
さ
さ
か
な
り

と
も
明
る
い
も
の
に
す
ぺ
く
昨

年
の
市
民
税
標
準
税
率
へ
の
引

き
下
げ
に
続
き
固
定
資
産
税
の

減
税
を
実
施
し
、
ま
た
公
共
料

金
の
凍
結
に
ふ
み
き
っ
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
 

社
会
が
多
極
化
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
心
と
心
の
つ
な
が
り
が

大
事
に
な
り
ま
す
。
 

よ
っ
て
今
年
は
老
人
福
祉
問
 

題
を
重
点
に
と

り
あ
げ
、
七
十

五
才
以
上
の
老

令
者
に
対
す
る

入
院
、
外
来
の
 

医
療
費
の
無
料

化
、
老
人
の
た

め
の
福
祉
会
館

の
整
備
、
単
身

老
人
に
対
す
る

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
 
 

の
設
置
、
寝
た
き
り
老
人
に
対

す
る
介
護
人
の
派
遣
制
度
、
交

通
安
全
杖
の
交
付
、
老
人
の
健

康
診
断
の
ほ
か
長
寿
ほ
う
彰
金

の
引
き
上
げ
、
老
人
ク
ラ
ブ
補

助
金
の
増
額
な
ど
老
人
福
祉
の

年
と
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
昨
年
に
引
き
続
き

老
人
、
母
子
身
障
者
住
宅
を
含
 

第
二
点
の
産
業
経
済
の
振
興

に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
商
工
、
 

三
位

一
体
化
推
進
の
基
本
施
策

に
変
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
業

の
土
地
基
盤
整
備
を
最
重
点
と

し
て
、
圃
場
整
備
事
業
の
積
極

的
推
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
 

農
免
お
よ
び
一
般
農
道
事
業
の

新
設
に
着
手
、
さ
ら
に
果
樹
の

収
穫
集
荷
組
織
化
事
業
、
団
体

営
開
拓
パ
ィ
ロ
ッ
ト
事
業
、
産

米
改
善
推
進
事
業
、
り
ん
ご
園

暗
き
ょ
排
水
事
業
、
共
同
炊
事

対
策
、
農
業
施
設
災
害
復
旧
事

業
な
ど
米
と
り
ん
ご
の
基
幹
作

目
を
中
心
に
積
極
的
な
総
合
農

政
に
取
り
組
み
新
農
業
の
育
成

確
立
を
推
進
す
る
考
え
で
あ
り
 

第
三
点
の
教
育
文
化
の
振
興

施
策
で
あ
り
ま
す
が
市
立
第
一
一

中
学
校
、
第
一
一
軍学
校
等
新
増

設
校
の
近
代
化
と
不
燃
化
を
推

進
、
教
育
文
化
の
総
合
的
な
推

進
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
の
統
一
を
は
か
り

ま
た
郷
土
館
を
開
設
し
て
五
所

川
原
市
お
よ
び
周
辺
に
お
け
る

自
然
、
文
化
、
産
業
に
関
す
る

資
料
を
収
集
し
、
こ
れ
を
保
管

展
示
し
て
調
査
研
究
に
供
、
 
 

む
公
営
住
宅
の
建
設
を
は
じ
め

消
防
施
設
の
充
実
、
児
童
遊
園

地
の
整
備
、
災
害
遺
児
見
舞
金

制
度
の
新
設
、
幼
児
の
予
防
接

種
の
無
料
化
、
出
稼
ぎ
家
族
の

現
地
訪
問
な
ど
、
き
め
こ
ま
か

な
施
策
を
展
開
し
、
市
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
 

ま
す
。
 

商
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

小
企
業
特
別
対
策
事
業
融
資
を

大
巾
増
額
す
る
と
と
も
に
、
商

店
街
の
広
域
診
断
を
実
施
し
て

市
商
業
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
求

し
、
工
業
の
育
成
に
つ
い
て
は

日
本
工
業
立
地
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
た
『
農
村
地
域
内
陸
工
業

開
発
総
合
調
査
』
 の
レ
ポ
ー
ト

を
も
と
に
農
村
工
業
拠
点
団
地

の
形
成
に
力
を
注
ぎ
、
厳
し
い

情
熱
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
農

家
生
活
の
安
定
と
出
稼
ぎ
の
解

消
に
努
め
な
が
ら
市
総
体
の
産

業
経
済
の
発
展
を
期
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

い
と
存
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
国

際
連
合
に
対
す
る
市
民
の
認
識

を
深
め
、
と
く
に
青
少
年
の
国

際
理
解
と
地
域
活
動
の
推
進
を

は
か
る
た
め
国
連
青
少
年
の
家

を
開
設
、
次
代
を
担
う
青
少
年

に
豊
か
な
情
操
を
与
え
て
行
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
奨
学
金
の
増
額
、
 

野
外
観
察
、
算
数
特
別
設
備
な

ど
学
園
都
市
と
し
て
の
整
備
を

進
め
て
参
り
た
 
い
と
存
じ
ま

す
。
 

老
人
福
祉
の
推
進
と
 

固
定
資
産
税
の
引
き
さ
げ
 

農
商
工
三
位
一
体
化
を
図
る
 

土
地
基
盤
整
備
を
重
点
に
 

学
園
都
市
を
目
ざ
し
 

国
連
青
少
年
の
家
開
設
 

I
 

く
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身障者 
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、
 

、
、
 

③
 

第
四
点
の
都

市
施
設
の
整
備

充
実
で
あ
り
ま

す
が
、
五
所
川

原
市
の
都
市
整

備
は
市
民
が
住

み
よ
く
活
動
し

や
す
い
だ
け
で

な
く
、
周
辺
経
 

済
圏
の
地
域
住

民
も
ま
た
行
動

し
や
す
い
拠
点

性
と
い
う
機
能

を
充
実
し
て
い
 

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
 

抱
擁
力
の
あ
る
都
市
づ
く
り
を

推
し
進
め
て
行
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
市
道
の

改
良
舗
装
事
業
、
街
路
新
設
事

業
、
ま
た
県
道
の
改
良
事
業
に

一
段
と
力
を
注
ぐ
ど
と
も
に
区

画
整
理
事
業
等
、
都
市
開
発
に

努
め
、
さ
ら
に
商
店
街
の
広
域

性
に
か
ん
が
み
駐
車
場
の
問
題

も
早
期
解
決
の
方
向
で
取
り
組

み
、
も
っ
て
地
域
中
核
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
都
市
形
成
と
規
模

の
拡
大
を
は
か
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

下
水
道
は
、
家
庭
汚
水
を
集

合
し
て
処
理
す
る
だ
け
で
な
く

流
域
に
立
地
す
る
事
業
所
か
ら

の
排
水
を
も
総
合
的
に
処
理
す

る
施
設
で
あ
り
、
都
市
に
住
む

人
た
ち
が
健
康
で
快
適
な
生
活
 
 

を
営
む
た
め
に
確
保
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
基
礎
的
条
件
で

あ
り
ま
す
の
で
積
極
的
に
下
水

道
事
業
の
推
進
を
は
か
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
上
水
道
の
拡
張

計
画
も
ま
た
同
様
で
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え

て
激
し
く
変
動
す
る
社
会
経
済

の
行
方
を
冷
静
か
つ
的
確
に
見

き
わ
め
な
が
ら
、
調
和
を
目
ざ

し
た
新
し
い
目
標
を
実
現
す
る

た
め
、
五
所
川
原
市
総
合
開
発

計
画
を
樹
立
し
、
民
生
と
農
商

工
を
一
体
化
さ
せ
た
、
よ
り
豊

か
で
快
適
な
市
民
生
活
の
実
現

に
万
全
を
期
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
 

社
会
の
要
請
に
 

応
え

機
構
改
革
 

つ
ぎ
に
機
構
改
革
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
新
し
い
社
会
の

要
請
に
応
え
そ
の
効
率
化
を
進

め
る
た
め
に
は
行
政
の
シ
ス
テ

ム
が
機
能
的
に
整
備
さ
れ
、
か

つ
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
充
分
に
ゆ

き
わ
た
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
び
の
機
構
改
革
は
、
 

市
民
の
行
政
ニ
ー
ド
を
先
取
り

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
行
政

参
加
の
英
知
が
行
政
に
充
分
生

か
さ
れ
る
ょ
う
配
慮
し
た
情
報

課
の
設
置
、
各
課
間
の
セ
ク
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
打
破
し
市
民
サ
 

ー
ビ
ス
を
刷
新
強
化
す
る
た
め
 

の
窓
ロ
サ
ー
ビ

ス
課
の
設
置
、
 

公
害
に
対
処
し
 

、
ゴ
ミ
、
し
尿
 

の
迅
速
な
処
理

と
多
極
化
時
代

の
市
民
相
談
に

応
ず
る
生
活
環

境
課
の
設
置
と

下
水
道
事
業
 

推
進
の
た
め
の

下
水
道
課
の
設

置
を
中
心
と
し

た
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
市
民

の
期
待
に
応
え

る
べ
く
一
段
の

努
力
を
惜
し
ま
 
 

な
い
決
意
で
あ
り
ま
す
。
 

廿
四
十
七
年
市
議
会
第
一
回
 

Fー
 

つ
い
て
、
 

会
員
の
中

か
ら
結
婚
相
談
員
を
選
び
、
表

札
を
か
か
げ
て
気
軽
な
ご
利
用

を
願
い
、
広
く
県
内
各
福
祉
会

と
連
け
い
を
と
り
な
が
ら
、
こ

の
解
決
に
積
極
的
に
の
り
だ
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
身
障
者
福
祉
会
で
は

民
生
委
員
を
は
じ
め
一
般
の
方

々
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
 

結
婚
相
談
員
は
、
つ
ぎ
の
方

々
で
す
。
 

竹
谷
 
雄
吉
 
（
鶴
ケ
岡
）
 

，
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
 

市
役
所

三
階
に
 

消
防

本
部
移
転
 

旭
町
に
あ
っ
た
旧
市
役
所
の

解
体
に
と
も
な
い
、
五
所
川
原

地
区
消
防
本
部
が
市
役
所
一
一
階

の
教
育
委
員
会
あ
と
に
移
転
し

ま
し
た
。
消
防
本
部
直
通
電
話

は
五
局
の
二
〇
二
〇
番
で
す
。
 

な
お
消
防
署
は
従
来
ど
お
り
で
 

す
。
 

定
例
会
か
ら

廿
 

宮
崎
嘉
四
蔵
 
（
原
 
子
）
 

和
田
 
米
八
 
（
飯
 
詰
）
 

高
橋
 

栄
 
（
種
 
井
）
 

加
藤
 
武
道
 
（
漆
 
川
）
 

秋
田
 
善
吉
 
（
浅
 
井
）
 

阿
部
 
泰
爾

（
羽
野
木
沢
）
 

中
谷
庄
右

工
門
（
飯

一詰
）
 

一
戸
 
直
一
 
（
広
 
田
）
 

増
田
清
三
郎
 

（
長
 
富
）
 

今
 

東

一
 
（
中
 
泉
）
 

鶴
谷
 
芳
雄
（
上
平
井
町
）
 

松
本
 

一
男
 
（
川
端
町
）
 

川
浪
喜
代
作
 
（
幾
島
町
）
 

改
築
の
た
め
閉
舘
 

ー
福
祉
会
館
ー
 

下
平
井
町
の
福
祉
会
館
は
、
 

「
老
人
の
た
め
の
憩
の
家
」
と

し
て
発
足
す
る
た
め
改
築
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
五
月
三
十

一
日
ま
で
閉
館
い
た
し
ま
す
。
 

抱擁力のある都市づくり 

下水道事業も推進 

（順調に工事が進む駅東部区画整理事業 

五
所
川

原
市
身
障

者
福
祉
会
 

（
川
浪
喜

代
作
会
長
 

）
で
は
、
 

身
障
者
の

も
っ
と
も

大
き
な
間

題
の
ー
つ

で
あ
る
結

婚
問
題
に
 

（建設を急ぐ第三中学校） 



小児マヒ生ワクチン 

2回目の投与日程 

地 	区 	名 
ロ
目
 
 

2期
 
回
 
の
日
 

場 	所 時 	間 

小曲 錦町 幾島町
末広町 新宮末広町 柏原町
上中下平井町 中川長橋
大町 東雲町 旭町
敷島町 さっき町
ひな田町 十川町 新宮団地 

5月16日 中央公民館 午後1時30分～ 
3時 

七 	 和 5月16日 七和 支所 午前10時～11時 

松 	 島 5月17日 松島 支所 午後 2時～ 3時 

栄 5月17日 栄 	支所 I, 	I時～ 2時 

中 5月17日 中川 支所 '1時30-2時30 
三 	 好 5月18日 三好診療所 "1時30-2時30 

松 	島 	団 	地 5月18日 団地管理事務所 ii 	2時～ 3時 

飯 	 詰 5月19日 飯詰 支所 "1時30-2時30 

梅 	 沢 5月旧日 梅沢 支所 I' 	1時～ 2時 

毘 	沙 	門 5月旧日 毘沙門小学校 ク1時30-2時30 
長 	 橋 5月20日 長橋診療所 午前10時～11時 

東町 布屋町 弥生町 本町
鎌谷町 川端町 岩木町
柳団」 成田町 新町
田町 栄町 元町 平和町
田園調布 寺町 

5月24日 中央公民館 午後1時30分～ 
3時 

.
 

こ
と
し
の
米
の
生
産
調
整
は

三
月
末
に
売
渡
限
度
数
量
が
生

産
者
に
割
当
さ
れ
軌
道
に
乗
り

ま
し
た
が
、
市
農
林
課
で
は
四

日
ま
で
の
地
区
単
位
の
出
張
相

談
に
引
き
続
き
四
月
二
十
八
日

ま
で
同
課
内
で
全
市
を
対
象
に

相
談
所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す

こ
と
し
市
に
割
当
て
さ
れ
た

売
渡
限
度
数
量
は
、
昨
年
度
よ

り

一
千
三
百
ト
ン
多
い
二
万
四

千
三
百
六
十
六
ト
ン
 （
四
十
万

六
千
百
俵
）
 
で
、市
で
は
こ
の

売
渡
限
度
数
量
を
四
十
二
年
ー
 

四
十
四
年
 
の
年
平
均
に
 
よ
る

政
府
売

渡
実
績
二
万
七

千
九

百
六
十
六
ト
ン
で
割
っ
た
数
量

の
八
十
七
督
を
生
産
者
個
人
の

割
当
率
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

市
全
体
で
四
十
二
年
ー
四
十
四

年
の
年
平
均
売
渡
実
績
か
ら
事

前
売
渡
申
込
限
度
数
量
を
差
引

い
た
三
千
六
百
ト
ン
 （
六
万
俵
 

）
を
減
ら
す
こ
と
に
な
り
、
こ

の
た
め
に
は
六
百
三
十
四
紛
を

減
反
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で

す
。
 

生
産
者
個
々
の
割
当
で
は
、
 

例
え
ば
四
十
二
年

ー
四
十
四
年

の
年
平

均
売
渡
実
績

が
百
俵

の
生
産
者
の

場
合
は
、
 百
俵

の
八
十
七
督
で
八
十
七
俵
。
残

り
十
」
密

の
十
一
一
俵を
減
産
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
十
一
一辰

を
減
産
す
る
た
め
に
は
そ
の
減

産
数
量
を
キ
ロ数
に
換
算
し
た
数

量
七
百
八
十
キ
ロを
市
の
平
均
反

収
五
百
六
十
八
キ
ロで
割
っ
て
出

た
面
積
（
十
四
ァ
ー
ル
）
を
減

反
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

た
だ
し
市
で
は
、
水
田
を
宅

地
化
し
た
り
、
永
年
転
作
等
で

五
年
間
耕
作
し
な
い
場
合
、
余

分
に
生
じ
る
売
渡
限
度
数
量
を

過
不
足
な
く
調
整
す
る
た
め
四

十
ニ
ー
四
十
四
の
三
年
間
の
年

平
均
に
対
す
る
八
十
七
督
で
出

た
売
渡
限
度
数
量
か
ら
永
年
転
 '

 
作
、
寄
託
休
耕
は
、
転
作
、
寄

託
契
約
し
た
面
積
を
反
当
十
俵

と
し
て
そ
の
面
積
に
応
じ
て
出

た
数
量
の
二
分
の
一
、
水
田
の

か
い
廃
、
通
年
施
行
は
全
量
差

引
い
て
割
当
て
し
ま
し
た
。
 

こ
と
し
の
生
産
調
整
の
奨
励

補
助
金
額
は
昨
年
と
変
り
な
く

た
だ
寄
託
休
耕
を
こ
と
し
か
ら

行
な
う
場
合
は
四
十
八
年
ま
で

の
二
年
間
で
、
五
十
ァ
ー
ル
以

上
ー
力
所
に
ま
と
ま
っ
て
い
る

と
よ
い
こ
と
が
主
な
改
正
点
で

す
。
 

相
談
所
で
は
、
売
渡
限
度
数

量
の
農
業
者
間
の
調
整
と
と
も

に
減
反
の
申
告
も
同
時
に
受
付

け
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
に
引

続
き
、
同
じ
水
田
を
休
耕
、
転

作
す
る
場
合
で
も
必
ら
ず
申
告

し
て
下
さ
い
。
申
告
が
な
い
と

夏
の
確
認
作
業
に
支
障
が
あ
り

補
助
金
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

農
業
者
間
の
調
整
で
は
、
昨
 
 

年
一
度
調
整
を
受
け
た
場
合
で

も
、
こ
と
し
再
び
調
整
を
し
て

下
さ
い
。
水
田
を
売
却
、
ま
た

は
収
得
し
た
場
合
、
両
者
間
で

売
渡
限
度
数
量
を
調
整
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
印
鑑
持
参

の
上
相
談
に
応
ず
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
四
十
四

年
度
以
後
の
開
田
、
他
町
村
か

ら
の
水
田
の
収
得
、
全
面
休
耕

し
た
場
合
の
売
渡
限
度
数
量
の

扱
い
等
に
つ
い
て
も
同
時
に
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

な
お
県
の
生
産
調
整
に
関
す

る
補
助
を
主
体
と
し
た
特
別
対

策
事
業
、
市
の
特
別
対
策
事
業

は
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
て
お
り

ま
す
が
詳
細
は
相
談
所
の
窓
ロ

で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

市
教
委
が
移
転
 

市
民
文
化
会
館

内
に
 

市
教
育
委
員
会
が
四
月
か
ら

市
民
文
化
会
館
内
に
、
市
立
図

書
館
が
中
央
公
民
館
に
移
転
し

ま
し
た
．
 

な
お
教
育
委
員
会
の
「
太
陽

と
雪
の
課
」
は
中
央
公
民
館
内

で
執
務
し
て
お
り
ま
す
。
 

図
書
館
で
は
新
ら
し
く
児
童

を
対
象
と
し
た
児
童
閲
覧
室
を

も
う
け
ま
し
た
。
 

早
期
発

見
と
治
療
 

胃
腸
病
の

検
診
 

ガ
ン
は
一
番
恐
ろ

L
い
病
気
で

す
。
し
か
し
早
期
発
見
、
早
期

治
療
等
に
よ
り
完
全
に
な
お
っ

て
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
胃
の
検
診
を
受

け
、
自
分
の
胃
が
大
丈
夫
で
あ

る
か
を
確
か
め
て
下
さ
い
。
 

市
で
は
今
年
も
四
月
二
十
八

日
ま
で

（午
前
五
時
か
ら
正
午

ま
で
）
さ
き
に
行
政
連
絡
員
を

通
じ
て
申
し
込
み
さ
れ
た
方
は

必
ず
検
診
を
う
け
て
下
さ
い
。
 

場
所
は
三
道
会
館
前
で
す
が

新
市
の
方
に
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

が
お
迎
え
に
ま
い
り
ま
す
か
ら

指
定
さ
れ
た
場
所
に
時
間
ま
で

に
集
合
し
て
下
さ
い
。
 

軽
自
動
車
税

は

五
月
一
日

が

納
期

限
で
す
 

毘
沙

門
支

所

に
 

市
役
所
毘
沙
門
出
張
所
が
四
 

月
一
日
か
ら
毘
沙
門
支
所
に
名
 

称
が
変
り
ま
し
た
。
 

④
 

4
7年
の
米
生
産
調
整
 

相
談

は
2
8日
ま
で
に
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